
大正 12 年の関東大震災による犠牲者の
供養のために始まった勤行川の『灯籠
流し』。震災から 83 年目を迎える今年
は、８月５日に開催され、平和への願
いが込められた数千の灯籠が川面に浮
かび、幽玄の世界を演出していました。
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小
貝
川
大
水
害
か
ら

　　   
年

昭
和
61
年
８
月
４
日
『
台
風
10
号
』に
よ
る

20

　

昭
和
61
年
８
月
の
小
貝
川
大
洪
水
か
ら
今
年
で
20
年
。
１
５
０
年
に
一
度
の
大
洪
水
と
い
わ
れ
、そ
の
被
害
は
、

旧
下
館
市
の
面
積
の
４
分
の
１
を
冠
水
さ
せ
、
下
流
の
旧
明
野
町
で
も
谷
原
、
大
林
地
区
な
ど
小
貝
川
沿
い
の
地

域
を
泥
水
の
海
に
変
え
ま
し
た
。
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
被
害
に
私
た
ち
は
改
め
て
自
然
の
猛
威

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
20
年
の
節
目
を
迎
え
、
当
時
の
被
害
の
状
況
と
復
興
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

７
月
31
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
海
上
で
発
生

し
た
台
風
10
号
は
９
８
０
ｈヘ

ク
ト
パ
ス
カ
ル

Ｐ
ａ
と
い
う
大

き
な
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
関
東
に
上
陸
、
８

月
４
日
、
私
た
ち
の
住
む
筑
西
市
を
直
撃
し

ま
し
た
。
昼
ご
ろ
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
、

わ
ず
か
24
時
間
で
３
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
雨

量
を
記
録
し
ま
し
た
。
雨
量
レ
ー
ダ
ー
に
よ

れ
ば
、
小
貝
川
流
域
の
上
空
の
雨
雲
が
約
６

時
間
に
わ
た
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
動
か
な
か
っ

た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
雨
に
よ
っ
て
、
小
貝
川
の
水
位
は

み
る
み
る
上
昇
し
、
堤
防
を
つ
く
る
際
の

基
準
と
な
る
計
画
水
位
を
、
ほ
ぼ
全
川
に
わ

た
っ
て
越
え
、
濁
流
と
な
り
、
辺
り
を
泥
の

海
へ
と
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

小
貝
川
の
越
水
は
上
流
部
の
無
堤
部
分
か

ら
は
じ
ま
り
、
旧
下
館
市

の
約
４
分
の
１
を
冠
水
さ

せ
ま
し
た
。
特
に
小
貝
川

と
勤
行
川
、
小
貝
川
と
大

谷
川
と
が
合
流
す
る
地
域

で
は
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。小

貝
川
決
壊

　

さ
ら
に
下
流
部
で
も
次
々
と
洪
水
が
発
生

し
、
８
月
５
日
午
後
に
は
筑
西
市
南
部
の
赤

浜
地
区
（
旧
明
野
町
）
の
堤
防
が
決
壊
。
濁

流
は
津
波
の
よ
う
な
勢
い
で
約
５
㎞
北
上

し
、
谷
原
・
大
林
地
区
な
ど
に
押
し
寄
せ
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

昭和 61 年８月４日『気象衛星ひまわり』撮影
激しい雨を降らせた台風10号の画像

勤行川の氾らんによって冠水した県道下館・つくば線（旧下館市大和町）

屋根の上に取り残された人を救出（嘉田生崎地区）
台風 10 号による雨は瞬

またたく

く間に民家に浸水し、逃
げ遅れた人たちはボートで避難しました。

▲

２



小貝川大水害から　　年20

▲決壊した小貝川の堤防（赤浜地先）
この後、濁流は北上し、谷原、大林、東保末、
海老江地区に襲いかかった。（手前が下妻
市、奥が旧明野町。白く見えるのが県道
下妻真壁線・旧小貝橋）

▲

最も被害の激しかった、小貝川と大谷川
の合流部分（現在の母子島遊水地付近）
南側の無堤防部分から水が流入し、冠水
した母子島・飯田・一丁田・椿宮・小釜
集落

▲

　

台
風
10
号
の
爪
あ
と
は
す
さ
ま
じ
く
、
こ

の
大
水
害
に
よ
っ
て
筑
西
市
内
は
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

下
館
地
区
で
床
上
浸
水
１
３
７
３
戸
、
床

下
浸
水
８
８
４
戸
、
明
野
地
区
で
床
上
浸
水

２
６
９
戸
、
床
下
浸
水
２
２
８
戸
に
達
し
、

下
館
地
区
の
養
蚕
小
学
校
で
も
床
上
ま
で
浸

水
し
ま
し
た
。
停
電
や
電
話
の
不
通
も
市
内

各
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
大
水
は
、
水
稲
を
は
じ
め
た
ば
こ
や

大
豆
な
ど
農
作
物
に
も
大
き
な
被
害
を
あ
た

え
、
農
機
具
や
農
業
用
施
設
な
ど
を
合
わ
せ

る
と
、
筑
西
市
内
だ
け
で
も
被
害
額
は
50
数

億
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
内
の
主
要
な
道
路
や
橋
が
各

所
で
損
壊
し
、
救
助
や
救
援
物
資
の
移
動
の

妨
げ
と
な
っ
た
り
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
で
は
鉄
道

敷
が
水
圧
で
流
失
す
る
な
ど
長
期
間
に
わ

た
っ
て
、
交
通
網
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

小学校での避難生活と水害ごみの搬出
救出され、小学校で不安な日々を過ごす
市民（左）　水に浸かった畳や家財道具な
どの水害ごみは、ダンプカー約 3,000 台分
にものぼりました（右）

▲

▼ヘリコプターによる救助（中根）
孤立した住民を救出するため、自衛隊に
ヘリコプターの派遣を要請。自衛隊、東
京消防庁などから６機が救出活動を行う

３



４

旭ヶ丘自治会長　仁平江一さん

そ
し
て
復
興
へ

　

観
測
史
上
最
悪
の
被
害
を
受
け
た
小
貝
川

は
、
昭
和
61
年
９
月
、
建
設
省
（
現
在
の
国

土
交
通
省
）
の
直
轄
河
川
激げ

き

甚じ
ん

災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
（
通
称
・
激
特
事
業
）
の
採
択

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
激
特
事
業
で
は
主

に
、
小
貝
川
中
流
部
約
10
㎞
の
堤
防
補
強
、

小
貝
川
大
橋
の
架
け
替
え
工
事
、
そ
し
て
母

子
島
遊
水
地
の
建
設
が
行
わ
れ
、
総
事
業
費

２
０
８
億
円
、
工
期
が
５
か
年
と
い
う
大
規

模
か
つ
緊
急
の
事
業
で
し
た
。

　

中
で
も
母
子
島
遊
水
地
建
設
は
、
地
区
内

に
点
在
し
て
い
た
５
つ
の
集
落
（
母
子
島
・

飯
田
・
一
丁
田
・
椿
宮
・
小
釜
）
を
集
団
移

転
さ
せ
、
遊
水
地
内
に
新
た
な
ま
ち
を
つ
く

る
と
い
う
、
全
国
で
も
は
じ
め
て
の
事
業
で

し
た
。
そ
し
て
平
成
３
年
、
代
替
地
や
補
償

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
、
住
民
の

理
解
と
熱
意
に
よ
っ
て
新
た
な
ま
ち
『
旭
ヶ

丘
』
が
完
成
し
ま
し
た
。
旭
ヶ
丘
の
面
積

は
、
道
路
・
公
園
な
ど
を
含
め
て
14
・
４
㌶
。

上
下
水
道
や
集
会
所
・
公
園
も
整
備
さ
れ
、

１
０
９
世
帯
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
集
落
の
移
転
に
よ
っ
て
で
き
た
跡

地
を
含
む
１
６
０
㌶
が
堤
防
で
囲
ま
れ
、
遊

水
地
が
完
成
し
ま
し
た
。
遊
水
地
の
は
た
ら

き
は
、
洪
水
に
よ
っ
て
小
貝
川
が
増
水
し
た

と
き
、
越
流
堤
か
ら
増

水
し
た
水
を
遊
水
地
へ

導
き
入
れ
て
、
溜
め
込

む
も
の
で
す
。そ
し
て
、

洪
水
の
危
険
が
去
っ
た

時
点
で
、
小
貝
川
に
水

を
戻
し
て
や
る
こ
と
に

よ
り
、
下
流
へ
の
水
量

を
減
ら
し
、
小
貝
川
全

体
の
安
全
性
を
高
め
ま

す
。母
子
島
遊
水
地
は
、

５
０
０
万
３ｍ
の
水
を

溜
め
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

みなさんのおかげで、安心して暮らせます。

▲激特事業によって完成した『母子島遊水地』（上）　洪水時に小貝川の水
かさがある一定の高さになると、ここに水が溜め込まれます。右下は造成
中の『旭ヶ丘』。左下は安心して暮らせる旭ヶ丘の街並み。

　

無
堤
部
分
か
ら
逆
流
し
、

迫
っ
て
く
る
水
を
見
た
と
き

は
、
津
波
と
は
こ
う
い
う
も
の

か
と
思
い
ま
し
た
。
集
落
の
水

道
施
設
が
冠
水
し
、
市
に
給
水

を
要
請
し
ま
し
た
が
、「
給
水

車
が
大
水
の
た
め
に
た
ど
り
着

け
な
い
」
と
の
連
絡
を
受
け
た

と
き
、
今
ま
で
の
洪
水
と
は
違

う
な
と
感
じ
ま
し
た
。
明
る
く

な
っ
て
か
ら
の
出
水
で
し
た
の

で
、
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
の

が
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

　

私
の
住
ん
で
い
た
一
丁
田
集

落
の
人
た
ち
は
、
激
特
事
業
の

指
定
を
受
け
、
旭
ヶ
丘
へ
安
住

の
地
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は

大
変
な
事
業
で
し
た
が
、
住
民

の
心
が
一
つ
な
り
、
短
期
間
に

事
業
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
で
は
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



５

古内自治会長　渡辺　弘さん

小貝川大水害から　　年20

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

悲願の排水ポンプが完成し、安心して生活できます。

　

筑
西
市
に
は
、
小
貝
川
、
鬼
怒
川
、
勤
行

川
、
桜
川
、
大
谷
川
な
ど
多
く
の
河
川
が
流

れ
、
豊
か
な
恵
み
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ

て
い
ま
す
が
、
時
と
し
て
、
私
た
ち
の
想
像

を
超
え
る
猛
威
を
ふ
る
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
８
月
の
大
水
害
か
ら
ち
ょ
う
ど

20
年
が
経
過
し
、
改
め
て
行
政
と
市
民
が
災

害
の
悲
惨
さ
と
防
災
の
大
切
さ
を
認
識
し
よ

う
と
「
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６

Ｉ
Ｎ
茨
城
」
が
、８
月
４
日
、ス
ピ
カ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
山
崎
登
さ
ん
の
基
調

講
演
に
続
き
開
催
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
冨
山
省
三
市
長
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
の
関
根
静
子
会

長
、
富
田
宏
司
消

防
団
副
団
長
、
国

土
交
通
省
下
館
河

川
事
務
所
の
成
田

一
郎
所
長
ら
が
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

行
政
の
災
害
に

対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
語
っ

た
、
冨
山
市
長
と

下
館
河
川
事
務
所

の
成
田
所
長
の
コ

　

古
内
地
区
は
昔
か
ら
内う

ち
み
ず水

に

悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭

和
61
年
８
月
の
大
水
の
時
は
、

堤
防
を
越
え
て
水
が
集
落
に

入
っ
て
く
る
と
い
う
、
大
変
怖

い
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
落
の
水
道
に
泥
水

が
入
り
、
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
、

約
半
月
程
度
飲
む
こ
と
が
で
き

ず
、
水
の
確
保
に
大
変
苦
労
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
堤
防
の
か
さ
上
げ

な
ど
に
よ
り
、
小
貝
川
の
水
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
内
水
の
被
害
は
相

変
わ
ら
ず
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
今
年
７
月
に
念

願
の
排
水
ポ
ン
プ
施
設
が
完
成

し
、
集
落
に
た
ま
っ
た
水
を
小

貝
川
へ
排
水
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
台
風
の

季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
大
雨
に

も
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
関
係
者
の
み
な
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

富
山
市
長　

現
在

の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
地
域
特
性

を
十
分
に
考
慮
し

た
、
新
た
な
『
地

域
防
災
計
画
』
の

整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、『
筑

西
市
水
防
訓
練
』

を
毎
年
開
催
し
、

水
防
技
術
の
習
得

と
水
防
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
内う

ち
み
ず水
に
よ
る
冠
水
被
害
を
減
ら
す
た

め
に
、『
エ
ン
ジ
ン
付
き
大
型
排
水
ポ
ン
プ
』

の
配
備
を
年
次
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
、
今

年
度
中
に
『
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
を
作

成
し
ま
す
。
こ
れ
は
洪
水
時
の
危
険
な
箇
所

や
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
な
ど
を
地
図
上

に
表
し
、
あ
わ
せ
て
避
難
場
所
や
避
難
経
路

な
ど
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。
ま

た
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
母
体
と
し
た
『
自
主
防
災
組

織
』
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
田
所
長　

現
在
進
め
て
い
る
河
川
整
備
の

面
か
ら
お
話
す
る
と
、
ま
ず
小
貝
川
に
架
か

る
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
の
橋は

し
げ
た桁
が
川
の
流
れ
の
阻
害

要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
21
年
ま
で

に
架
け
か
え
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
小
貝
川

の
堤
防
が
切
れ
た
場
合
に
備
え
て
、
川
の
そ

ば
に
資
材
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
く
『
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
普

段
は
公
園
や
広
場
と
し
て
利
用
し
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
地
中
に
埋
め
ら
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
堤
防

を
閉
め
た
り
、
司
令
基
地
と
し
て
利
用
し
た

り
し
ま
す
。

　

防
災
と
い
う
面
で
は
、
情
報
の
提
供
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
わ
か
り

に
く
か
っ
た
情
報
を
見
直
し
、
受
け
手
側
の

立
場
に
立
っ
た
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
情
報
は
災
害
の
最
中
に
出
す
だ
け
で
は

な
く
、
普
段
か
ら
の
情
報
が
と
て
も
大
切
で

す
。
浸
水
地
域
や
避
難
場
所
を
記
し
た
『
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
、
筑
西
市

と
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
や
自
主
防
災
組
織

な
ど
で
、
繰
り
返
し
説
明
会
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６
Ｉ
Ｎ
茨
城
』

情報は予防につながる

国土交通省下館河川事務所

成田 一郎 所長

安全で安心して暮らせる
   まちづくりに取り組む

冨山 省三 筑西市長
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文化協議会が第１回筑西市芸術祭を開催
７月、筑西市文化協議会（会長＝神

か ん

原
ば ら

栄
え い

二
じ

さん）と市教育委員会が主催する第１回筑西市芸
術祭が開催され、文化協議会に加盟する各団体の会員が、日ごろの修練の成果を披露しました。

７/23 文芸（しもだて地域交流センター）　７/27 ～ 30 美術（市文化ギャラリー・コミュニティプラザ）　７/30 芸能（市民会館）

【文芸部門参加団体】
しもだて短歌会／関城文芸／つくばね文化河の会／下館俳句会

【美術部門参加団体】
アートグループ下館／関城墨水会／美術会／書遊会蘭契社／書道連合会／
書遊会／下館写真連盟／下館手芸研究会／手あみサークル／和紙押絵あじ
さいの会／ちぎり絵／あやなす編み物会／白萩会

【芸能部門参加団体】
筑西市下館民謡連合会／明野民謡連合会／民舞・新舞踊連絡協議会／神山
芳子バレエスクール／羽田モダンバレエ研究所／下館吟詠剣詩舞連合会／
筑西市下館三曲協会／日本舞踊連合会／あけの歌謡連合会／協和地区歌謡
連合会／明野ハワイアンクラブ／大正琴の会／大正琴紫陽花の会



７ メモ

メ　モ

■中学生が市役所で職場体験学習

　７月 26 日、関城中学校と明野中学校の 2 年
生が、市役所で職場体験学習を実施。これは、
進路指導の一環として各中学校が毎年実施して
いるもので、明野中の 3 人（写真上）は取材活
動など「広報筑西」作成の模擬体験を、関城中
の３人は市内パトロール体験などを行いました。

■市の木『さくら』の写真展を開催

　７月 31 日から８月 25 日まで、市役所本庁舎と
各支所の会場を巡回し、市の木『さくら』写真
展を開催しました。同展は、市内にある桜や桜
のある風景を対象に作品を募集したもので、市
内外の２２人から 40 点の作品が寄せられました。

■道路ふれあい月間にあわせて美化清掃活動　

　８月 10 日、市と筑西土木事務所は、茨城県建
設業協会筑西支部と建設ボランティア下館の協
力を得て、市内主要道路の美化清掃活動を行い
ました。146 人、ダンプカー 51 台が参加し、集
めたごみ 622 袋などを環境センターに運びました。

Vol.2
行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン

で
進
め
る
筑
西
市
の
行
政
改
革

　

市
が
目
指
す
行
政
改
革
は
、
市
民
福
祉
実
現
と
健
全
財
政
確
立
を
両

立
さ
せ
た
、
力
強
い
筑
西
市
づ
く
り
で
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
の
『
集

中
改
革
プ
ラ
ン
』
に
続
き
、今
年
『
行
政
改
革
大
綱
』
を
策
定
し
ま
す
。

を
し
な
い
で
、
支
出
を
抑
え
る
こ
と

だ
け
が
理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
の
は

何
か
を
見
極
め
、
改
革
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
限
ら
れ
た
行
政
資

源
を
有
効
に
使
い
、
ど
う
す
れ
ば
市

の
責
任
を
果
た
し
、
市
民
福
祉
を
実

現
で
き
る
か
、
行
政
と
市
民
が
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
総
合
的
に
進
め

る
の
が
行
政
改
革
で
す
。

　

市
は
、
市
民
福
祉
実
現
と
健
全
財

政
の
両
立
を
図
る
た
め
、『
市
民
協

働
の
推
進
』『
行
政
経
営
の
推
進
』『
財

政
構
造
の
健
全
化
』
を
柱
に
、
徹
底

し
た
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

行
政
改
革
を
進
め
る
と
き
、
そ
の

　

行
政
改
革
は
、
市
が
行
っ
て
い
る

行
政
運
営
を
、
全
面
的
に
見
直
し
、

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
経
営
が
行

え
る
よ
う
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

行
政
改
革
に
取
り
組
む
理
由
は
、

危
機
的
状
況
に
あ
る
財
政
を
立
て
直

す
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
無
駄
遣
い

達
成
に
全
職
員
が

取
り
組
み
ま
す
。

　

※
集
中
改
革
プ

　

ラ
ン
は
、市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
、
行

　

政
改
革
推
進
課

　

の
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
針
と
な
る
の
が『
行
政
改
革
大
綱
』

と
『
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
で
す
。

　
『
行
政
改
革
大
綱
』
は
、
行
政
改

革
に
対
す
る
取
り
組
み
の
方
向
性
を

示
し
た
基
本
方
針
で
、
一
方
、
今
年

３
月
に
公
表
し
た
『
集
中
改
革
プ
ラ

ン
』
は
、
行
政
改
革
の
基
本
方
針
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
目
標
を
示
し
た
計
画
で
す
。

　

行
政
改
革
実
現
の
た
め
、『
集
中

改
革
プ
ラ
ン
』
で
示
し
た
改
革
項
目

合
併
と
行
政
改
革

　

筑
西
市
は
、
昨
年
３
月
に
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
っ
た
各
市
町

は
、
市
民
福
祉
を
充
実
さ
せ
る

た
め
合
併
し
た
の
で
す
。

　

合
併
は
、
一
つ
の
行
政
改
革
で

す
。
合
併
す
る
こ
と
で
、
４
つ
の

市
町
で
重
複
す
る
業
務
の
統
合
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
の
削
減

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
方
交
付
税
が
削

減
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
の
財
政

は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
も

行
政
改
革
を
進
め
、
市
民
福
祉

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

市
に
と
っ
て
、
真
に

必
要
な
も
の
を
見
極
め
て

改
革
項
目
を
達
成
さ
せ

市
民
福
祉
の
充
実
を
図
る
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あ
ら
か
る
と

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

８

　

７
月
21
日
、
フ
ー
テ
ン
の
寅と

ら

さ
ん
に
扮

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
続
け
る

植う
え

木き

定さ
だ

男お

さ
ん
（
51
歳
・
関せ

き

本も
と

肥あ
く
と土
）
が
、

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。植
木
さ
ん
は
、

衣
装
や
カ
バ
ン
な
ど
の
小
道
具
を
忠
実
に

再
現
し
、
俳
優
・
渥あ

つ

美み

清き
よ
しが
映
画
で
演
じ

た
車

く
る
ま

寅と
ら

次じ

郎ろ
う

に
な
り
き
る
熱
烈
な
寅
さ
ん

フ
ァ
ン
。「
寅
さ
ん
が
生
き
た
昭
和
の
時

代
の
雰
囲
気
を
、
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
４
月
か
ら
真
岡
鐵
道

の
Ｓ
Ｌ
に
同
乗
し
、
観
光
客
を
も
て
な
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
寅
さ
ん
列
車
へ
問
い
合
わ
せ
は
、
真
岡
線
Ｓ
Ｌ

　

運
行
協
議
会 

TEL
０
２
８
５
（
82
）
９
１
５
１
へ

フーテンの寅さん現る

　

７
月
25
日
、
市
立
こ
と
ぶ
き
荘
老
人

ホ
ー
ム
（
中な

か

舘だ
て

）
で
、
県
西
地
区
在
住
の

県
認
定
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

22
人
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
茨
城

県
西
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
会
が
、
い
き
い
き

ヘ
ル
ス
体
操
の
指
導
を
実
施
。
昨
年
発
足

し
た
同
会
は
、
県
西
地
区
に
住
む
お
年
寄

り
を
対
象
に
、
介
護
予
防
や
健
康
増
進
を

図
る
ヘ
ル
ス
体
操
の
指
導
を
続
け
て
い
ま

す
。
会
長
の
風か

ざ

間ま

タ
カ
子こ

さ
ん
（
62
歳
・

伊い

讃さ

美み

）
は
、「
こ
こ
を
訪
れ
た
の
は
今

日
が
３
度
目
。
回
を
追
う
ご
と
に
お
年
寄

り
の
表
情
が
豊
か
に
な
り
、
笑
顔
が
増
え

て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　

ことぶき荘でいきいきヘルス体操

　

７
月
27
日
か
ら
30
日
早
朝
ま
で
開
催
さ

れ
た
下
館
祇
園
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
同
友

ク
ラ
ブ（
会
長
＝
荻お

ぎ

野の

忠た
だ

夫お

さ
ん
）が
、『
ち

び
っ
子
お
神
輿
体
験
ツ
ア
ー
』
を
実
施
し

ま
し
た
。
同
友
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の
事
業

経
営
者
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
を
目
的
に
活
動
す
る
団
体
。
29

日
・
30
日
に
実
施
さ
れ
た
体
験
ツ
ア
ー
は
、

招
待
し
た
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り

と
筑
西
市
を
全
国
に
紹
介
す
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
、
東
京
や
県
内
全
域
な
ど

か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生
約
70
人
が
、「
わ
っ

し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
の
元
気
な
掛
け

声
と
と
も
に
神
輿
を
担
ぎ
ま
し
た
。

下館祇園まつりで思い出づくり 

県西いきいきヘルス会

同友クラブ ちびっ子お神輿体験ツアー

真岡鐵道の観光ボランティア 植木さん



９ おでかけガイド／わが家のアイドル

筑西あらかると

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

平成 17 年 11 月生まれのお子さんの写真を募集しています。

写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保護者氏名・郵便

番号・住所・電話番号を明記し、9 月 29 日（金）までに市広報広聴課へ。応

募者多数の場合は抽選とします。

９/15 から（金） とちぎ総合文化フェステｨバル 2006
栃木県総合文化センター ［宇都宮市 TEL028‐643‐1010］
15日バックステージツアー、16日キッズオーケストラと遊ぼう（両日は
事前申込必要、無料）、17日栃木県交響楽団特別演奏会（有料）

９/30 から（土） 生誕 120 年　富 本 憲 吉  展
茨城県陶芸美術館 ［笠間市 TEL0296‐70‐0011］月曜休
館一般 700 円 高大生 500 円 小中生 250 円 大和時代の楽焼・
土焼、東京時代の白磁・染付、京都時代の色絵・金銀彩を展示

10/15（日） 音 楽 の お く り も の 　
栃木県総合文化センター ［宇都宮市 TEL028‐643‐1010］
全席自由  大人 1,500 円 子ども500 円 赤ちゃんと一緒にクラ
シック 午前 11 時開演  子どもも大人もクラシック 午後２時開演

（金） ルジマトフ&インペリアルロシアバレエ   シェヘラザード
栃木県総合文化センター ［宇都宮市 TEL028‐643‐1010］ 
午後６時 30 分開演 Ｓ席 10,000 円　Ａ席 8,000 円　Ｂ席 6,000
円　学生 3,000 円　魔性の男“ルジマトフ”がひたすらに踊る

大
おお

 山
やま

  和
かず

 希
き

 くん

9月 9日生 （直井）
大
おお

 山
やま

  将
まさ

 希
き

 くん

9月9日生（直井）
新
あら

 井
い

  琉
る

 玖
く

 くん

9月 10日生 （国府田）
首
しゅ

 藤
とう

  千
ち

 博
ひろ

 くん

9月 12日生 （井上）
飯
いい

 田
だ

  麻
ま

 裕
ひろ

 ちゃん

9月 13日生 （谷原）
坂
さか

 入
いり

  龍
りゅう

 昇
しょう

 くん 

9月 13日生 （樋口）
渡
わた

 邉
なべ

  大
たい

 雅
が

 くん

9月 13日生 （藤ヶ谷）

山
やま

 中
なか

  一
かず

 樹
き

 くん

9月 30日生（松原）
谷
や

 中
なか

  靖
せい

 哉
や

 くん

9月 30日生（笹塚）

関
せき

　快
かい

 斗
と

 くん

9月 1日生 （幸町）
坂
さか

 入
いり

  香
か

 那
な

 ちゃん

9月 1日生（大関）
宮
みや

 川
かわ

  結
ゆ

 愛
め

 ちゃん

9月 2日生 （小川）
堀
ほり

 江
え

  姫
ひ

 奈
な

 ちゃん

9月 2日生 （樋口）
吉
よし

 田
だ

  悠
ゆう

 人
と

 くん

9月 6日生 （村田）
池
いけ

 田
だ

  成
せい

 汰
た

 くん

9月 8日生 （樋口）
小
お

 島
じま

  星
せ

 那
な

 くん

9月 8日生 （下中山）

10/13

10/14（土） しまじろう・ふしぎなもりのものがたり　
小山市立文化センター［小山市 TEL0285‐22‐9552］月曜休館
全席指定 1,500 円  午後 12 時 30 分、3 時 30 分の２回公演 

〈こどもちゃれんじ〉でおなじみの ｢しまじろう｣ が遊びに来るよ

12/4 （月） 熊川哲也 Ｋ - バレエカンパニー　くるみ割り人形
栃木県総合文化センター ［宇都宮市 TEL028‐643‐1010］
午後６時 30 分開演 ＳＳ席 18,000 円 Ｓ席 15,000 円 Ｂ席 9,000 円 
Ｃ席 5,000 円（学生 2,000 円）  豪華絢爛、空前のスペクタクル

藤
ふじ

 田
た

   海
み

 央
お

 ちゃん

9月 15日生（みどり町）
中
なか

 野
の

  ひかり ちゃん

9月 21日生 （蓮沼）
古
ふる

 島
しま

  功
こう

 大
た

 くん

9月 22日生 （甲）
藤
ふじ

 代
しろ

  かれん ちゃん

9月 26日生 （蓮沼）
西
にし

 山
やま

  沙
さ

 希
き

 ちゃん

9月 27日生 （新治）
大
おお

 地
ち

  琴
こと

 寧
ね

 ちゃん

9月 28日生 （藤ヶ谷）
島
しま

 田
だ

  未
み

 来
く

 ちゃん

9月 30日生 （茂田）

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました



おたより

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

10

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

ぼ
く
は
、
将
来
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
選
手
に
な
る
こ
と
が

夢
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
な
筑
西
市
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

杉
すぎやま

山　凌
りょう

清
し み ず

水 真
ま な み

成美根
ね も と

本  尚
なおゆき

征 弦
つるまき

巻  幸
さ ち こ

子杉
すぎやま

山 安
あ さ み

紗美

私
は
将
来
お
菓
子
屋
さ
ん

に
な
り
た
い
。
そ
し
て
筑
西

市
の
人
た
ち
に
私
の
作
っ

た
お
菓
子
を
食
べ
て
幸
せ

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
っ
て
、
家
族
を
ス
タ
ジ

ア
ム
に
連
れ
て
行
き
た
い
。

み
ん
な
が
仲
良
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

私
は
、
将
来
上
戸
彩
さ
ん

み
た
い
な
女
優
に
な
り
た

い
。
そ
し
て
、
未
来
の
筑

西
市
を
明
る
い
ま
ち
に
し

た
い
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
パ
テ
ィ

シ
エ
に
な
っ
て
大
勢
の
人
に

お
菓
子
を
食
べ
て
も
ら
う
こ

と
。
筑
西
市
も
人
の
に
ぎ
わ

う
明
る
い
ま
ち
に
し
た
い
。

私
の
夢
は
小
学
校
の
先
生

に
な
る
こ
と
で
す
。
市
の

未
来
は
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
過
ご
せ
る
筑
西
市
に

な
る
と
い
い
な
。

小
お の つ か

野塚朱
あ か ね

音 比
ひ き

気  慎
し ん や

也水
みずがき

柿愛
あ り さ

里沙 糸
いとかわ

川  伸
の ぶ き

樹広
ひ ろ せ

瀬  健
け ん た

太

将
来
は
自
分
の
才
能
を
生

か
せ
る
よ
う
な
仕
事
に
つ

き
た
い
。
筑
西
市
は
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

い
行
事
が
あ
る
と
い
い
な
。

将
来
の
夢
は
保
育
士
に
な

る
こ
と
。
そ
し
て
よ
り
よ

い
筑
西
市
に
な
る
よ
う
元

気
で
明
る
い
子
ど
も
を
育

て
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
は
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
で

バ
ス
ケ
の
選
手
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
。
筑
西
市
は

こ
れ
か
ら
も
、
明
る
く
楽

し
い
市
だ
と
い
い
な
。

僕
の
将
来
の
夢
は
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
り
セ
リ
エ

Ａ
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
。

未
来
は
今
よ
り
も
も
っ
と

も
っ
と
緑
を
増
や
し
た
い
。

　

６
月
10
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
生
第
２
放

送
Ｂ
Ｓ
２
で
、
映
画
『
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｎ
』
を
観
ま
し
た
。
筑
西
市
が
生
ん

だ
文
化
勲
章
受
章
者
・
板い

た

谷や

波は

山ざ
ん

。

放
映
中
は
釘
付
け
で
観
て
い
ま
し
た

ね！
波
山
の
素
晴
ら
し
さ
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
誰
も
が
感

動
を
受
け
感
激
で
し
た
ね
。
波
山
の

作
品
は
出い

で

光み
つ

美
術
館
（
千
代
田
区
）

な
ど
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

映
画
化
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
方
が

波
山
を
観
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
波
山
と
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
（
私
の
身
内
）
や
、
波
山
と
一

緒
に
犬
の
散
歩
を
し
た
こ
と
が
あ
る

人
（
私
の
姉
）
か
ら
、
そ
の
人・

と・

な・

り・

を
話
に
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
映

画
で
そ
の
シ
ー
ン
が
出
て
き
て
感
動

し
ま
し
た
。
自
分
の
作
品
の
で
き
に

満
足
い
か
な
い
波
山
が
そ
れ
を
割
る

シ
ー
ン
な
ど
な
ど
、
良
い
映
画
で
し

た
。　
（
千
葉
市
・
仙
波
裕
・
68
歳
）

映
画
『
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｎ
』
を
観
ま
し
た

筑西市出身の陶芸家･板谷波山（名誉市民、文
化勲章受章者）の半生を描き、平成 15 年に
公開された映画『ＨＡＺＡＮ』（出演:榎木孝明、
南果歩ほか　監督 : 五十嵐匠　製作 : 桜映画社）

児
童
数
２
０
６
人

村
田
小
学
校

養
蚕
小
学
校
児
童
数
４
５
５
人



スナップ

人輝く

筑西あらかると

11 スナップ／輝く人

　８月５日、協和公民館で『おもしろ理科
教室』を開催しました。これは同公民館が
主催する『夏休み子ども教室』のひとつで、
市内から親子など 45 人が参加。風船による
ロケットやキーホルダーづくり、かたくり
粉と水で行なう理科実験などに、目を輝か
せる子どもたちの姿が見られました。

おもしろ理科実験に歓声
協和公民館・夏休み子ども教室

『
鳥
雲
に
入
る  

か
ら
っ
ぽ
の
ペ
ン
ケ
ー
ス
』

 

寂
し
さ
と
希
望
を
織
り
込
ん
だ
作
品
で
す

第
３
回
現
代
ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞

 

「
俳
句
は
、
１
年
生
の
時
に
受
け
た
選
択
授
業
で
作
っ

た
の
が
初
め
て
。
賞
に
入
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
今
回
の
受
賞
に
は
び
っ
く
り
で
す
。
大
賞
を

い
た
だ
い
た
の
は
、『
鳥と

り

雲く
も

に
入
る 

か
ら
っ
ぽ
の
ペ
ン

ケ
ー
ス
』
と
い
う
句
。
渡
り
鳥
が
北
に
帰
っ
て
い
く
季

節
の
、
曇
り
が
ち
で
寂

し
げ
な
空
模
様
を
『
鳥

雲
』
と
言
い
、『
鳥
雲
に

入
る
』
は
春
の
季
語
で

す
。『
か
ら
っ
ぽ
の
ペ
ン

ケ
ー
ス
』
と
は
、
こ
れ

か
ら
新
し
い
文
房
具
を

入
れ
る
も
の
。春
に
な
っ

て
進
級
し
、
新
た
に
始

ま
る
生
活
へ
の
希
望
や
期
待
を
表
し
て
い
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
県
立
下
館
第
一
高
等
学
校
の

定
時
制
３
年
で
、
同
校
文
芸
部
所
属
の
北
嶋
訓
子
さ

ん（
19
歳
）。北
嶋
さ
ん
は
、現
代
俳
句
協
会
が
主
催
し
、

７
，９
１
５
点
の
応
募
が
あ
っ
た
『
第
３
回
現
代
ジ
ュ

ニ
ア
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

下
館
一
高
文
芸
部
で
は
ほ
か
に
も
、
全
日
制
２
年
の

３
人
が
入
賞
。
藤ふ

じ

貫ぬ
き

知と
も

美み

さ
ん
（
結
城
市
・
写
真
前

列
左
）
は
毎
日
新
聞
社
賞
、廣ひ

ろ

澤さ
わ

芳よ
し

恵え

さ
ん
（
桜
川
市
・

写
真
後
列
右
）
は
優
秀
賞
、仁に

平へ
い

朱あ
け

美み

さ
ん
（
桜
川
市
・

写
真
後
列
左
）
は
佳
作
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
19
日
・
20
日
、
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
さ
れ

る
『
俳
句
甲
子
園
（
第
９
回
全
国
高
等
学
校 

俳
句
選

手
権
大
会
）』
に
、
下
館
一
高
文
芸
部
の
一
員
と
し
て

参
加
す
る
北
嶋
さ
ん
。「
昨
年
、

私
た
ち
は
準
優
勝
。
今
年
は

勝
ち
た
い
と
い
う
欲
を
捨
て
、

楽
し
く
俳
句
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

北き

た

嶋じ

ま 

訓の

り

子こ

さ
ん
（
赤あ

か

浜は
ま

）

＝
写
真
前
列
右
＝



ぶ
ら
り
真
岡
鐵
道
の
旅
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下
館
駅
か
ら
Ｓ
Ｌ
に
ゆ
ら
れ
る
こ
と
35
分
、

栃
木
県
芳
賀
地
方
の
中
心
都
市
、
真
岡
市
の

『
真
岡
駅
』
に
到
着
し
ま
す
。
真
岡
駅
は
、
明

治
45
年
に
開
設
さ
れ
、
１
日
の
乗
降
客
数
が

１
５
０
０
人
を
越
え
る
真
岡
線
の
主
要
駅
。

真
岡
駅
に
着
い
て
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の
が
、

駅
舎
自
体
が
巨
大
な
Ｓ
Ｌ
の
形
を
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
駅
西
口
の
Ｓ
Ｌ
館
で
は

Ｓ
Ｌ
復
元
の
記
録
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｌ
運
行
日
以
外
は
重
厚
な
Ｓ
Ｌ
を
駅

構
内
で
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木も
め
ん綿

の
ま
ち
真
岡
を
散
策

　

真
岡
駅
か
ら

城
山
通
り
を
歩

い
て
５
分
、
真

岡
城
址
の
す

ぐ
脇
を
流
れ

る
き
れ
い
な
川
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
川

は
真
岡
城
の
内
堀
だ
っ
た
も
の
を
昭
和
の
は

じ
め
に
改
修
し
、
勤
行
川
の
水
を
導
入
し
て
、

行ぎ
ょ
う
や
が
わ

屋
川
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

川
べ
り
に
親
水
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
歩
く
こ
と
５
分
、
近
年
美
し
く
整

備
さ
れ
た
荒
町
通
り
に
入
る
と
す
ぐ
に
、
江

戸
時
代
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
、
蔵
づ
く
り

の『
真
岡
市
物
産
会
館
』に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
木
綿

問
屋
の
店
舗
で
、
そ
の
貴
重
な
建
物
の
保
存

活
用
を
図
る
た
め
に
、
真
岡
市
が
平
成
６
年

に
物
産
会
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ま
し
た
。

　　

真
岡
木
綿
の
歴
史
は
古
く
、

真岡市物産会館（真岡木綿工房）
■休館日　火曜日（祝日開館）・年末年始
■開館時間　10:00 ～ 17:30　※機織り体験は予約
が必要です。℡ 0285-83-2560（工房）

■は SL 停車駅

真も
お
か岡

駅

ＳＬをモチーフとした真岡駅。市の情報センターなどが併
設されています。また、展望テラスからはＳＬの入線や転
車台の様子が見学できます。

市内を流れる行屋川

も お か

下館

下館二校前

折本

ひぐち

真岡
寺内

久下田

北真岡

西田井

北山

益子

七井

多田羅

市塙

笹原田

天矢場

茂木

Vol.5

江
戸
時
代
に
は
、
鬼
怒
川
、
勤
行
川
、
小
貝

川
な
ど
河
川
沿
い
の
砂
質
の
畑
で
綿め

ん
か花
が
栽

培
さ
れ
、
そ
れ
を
原
料
と
し
た
真
岡
木
綿
は

品
質
も
よ
く
、
江
戸
時
代
（
文
化
・
文
政
・

天
保
年
間
）
に
は
年
産
38
万
反
、
江
戸
の
問

屋
が
扱
う
木
綿
の
約
６
割
が
真
岡
産
だ
っ
た

と
い
う
ほ
ど
の
隆り

ゅ
う
せ
い盛
を
み
ま
す
。
し
か
し
明

治
期
に
は
、
安
い
輸
入
綿
糸
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
真
岡
木
綿
は
急
速
に
市
場
を
失
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

伝
統
工
芸
品
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る
真

岡
木
綿
は
、
真
岡
市
物
産
会
館
に
隣
接
す
る

木
綿
工
房
で
そ
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で

真
岡
木
綿
と
は

真
岡
木
綿
の
魅
力
に
触
れ
る

き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
綿
花
の
栽
培
か
ら
糸

紡
ぎ
、
染
め
、
織
り
ま
で
を
手
作
業
で
行
っ

て
い
る
工
房
で
す
。
ま
た
、
機
織
り
体
験
も

で
き
、
初
め
て
の
人
で
も
、
コ
ー
ス
タ
ー
や

テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
簡
単
に
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
敷
地
内
に
は
、
明
治
初
期
に

豪
商
岡
部
呉
服
店
の
２
代
目
岡
部
久
四
郎
氏

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
『
金き

ん
れ
い
そ
う

鈴
荘
』（
県
指
定

有
形
文
化
財
）
が
往
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
案
内
し
て
く
れ
た
、

管
理
人
の
田
崎
い
せ
さ
ん
（
80
歳
）
に
よ
る

と
、
床
の
間
に
使
わ
れ
て
い
る
唐か

ら
ぼ
く木
（
紫し

た
ん檀
、

黒こ
く
た
ん檀

な
ど
）
は
、
今
で
は
と
て
も
入
手
困
難

な
材
木
で
あ
り
、
襖ふ

す
ま
に
使
わ
れ
て
い
る
金
箔

の
張
り
付
け
は
現
在
の
技
術
で
は
で
き
な
い

貴
重
な
も
の
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
木
綿
と
Ｓ
Ｌ
の
ま
ち
」
真
岡
市
は
、
歴
史

と
伝
統
が
息
づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 岡部記念館「金鈴荘」 入場無料

■開館日　土・日曜日のみ
■開館時間　10:00 ～ 16:00　
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献
血
は
誰
に
で
も
で
き
る
社
会
奉
仕

　

輸
血
用
の
血
液
は
献
血
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
筑
西
市
で
は
行
政
が
中
心
に
な
り
、
各
企
業
や
学
校
、

行
政
機
関
で
献
血
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
あ
る
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
行
政
に
協
力
し
、

積
極
的
に
献
血
活
動
を
推
進
し
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の
一
つ
、
協
和
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
献
血
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

『
愛
の
献
血
』
で
尊
い
命
を
救
い
ま
し
ょ
う

お
誘
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
久く

野の

衛ま
も
る

会
長
と
同

ク
ラ
ブ
の
須す

鎌が
ま

祥よ
し

行ゆ
き

献
血
委
員
長
は
、「
献
血
は
ク

ラ
ブ
結
成
以
来
28
年
間
継
続
し
て
い
る
事
業
で
す
。

中
に
は
２
６
０
回
も
協
力
し
て
く
れ
た
人
も
い
て
、

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
大
変
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
１
日
当
た
り
の
献
血
者
が
市
内

で
最
も
多
く
、
記
念
品
の
赤
玉
卵
も
参
加
者
に
大

変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
実
績
が
評
価
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。
今
回
、
赤
十
字
社
か
ら
献
血
功
労
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
に
は
厚
生
大

臣
賞
も
受
賞
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
献
血
事
業
は
市
全
体
で
56
回
行
わ
れ
、

献
血
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
は
延
２
，
４
０
０
人
、

そ
の
採
血
量
は
７
７
０
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
し
か
し
、

茨
城
県
全
体
の
献
血
者
数
は
平
成
12
年
度
以
降
減

少
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
献
血
者
数
は
全
国
14

位
で
す
が
、
献
血
率
（
献
血
者
数
／
人
口
）
は
全

国
平
均
4.2
％
に
対
し
3.4
％
で
44
位
。
減
少
傾
向
は

筑
西
市
も
同
様
で
、
し
か
も
献
血
率
は
昨
年
度
で

小
お

島
じま

  邦
くに

光
みつ

さん（蓮
はす

沼
ぬま

）

■このコーナーを担当したのは、

2.1
％
と
県
平
均
よ
り
も
か
な
り
低
い
の
で
す
。
献

血
さ
れ
た
血
液
を
血
液
製
剤
と
し
て
医
療
機
関
に

供
給
し
て
い
る
茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の

小こ
ば
や
し林
孝た

か
しさ
ん
は
、「
医
療
機
関
か
ら
の
要
望
の
約
半

数
が
血
小
板
製
剤
。
血
小
板
の
み
を
採
取
す
る
成

分
献
血
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

　

協
和
地
区
に
お
け
る
今
後
の
献
血
予
定
日
は
、

10
月
25
日
（
水
）
12
月
３
日
（
日
）、２
月
14
日
（
水
）、

場
所
は
協
和
総
合
セ
ン
タ
ー
で
す
。
よ
り
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
献
血
活
動

　

筑
西
市
に
お
け
る
献
血
事
業
は
、
市
保
健
福
祉
部

の
保
健
推
進
課
と
下
館
・
関
城
・
明
野
・
協
和
の
各

保
健
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

協
和
地
区
で
は
毎
年
４
回
、
協
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
協
和
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
も
協
力
）
が
中
心
に

な
っ
て
献
血
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
最
初
の
献
血
は
、
８
月
２
日
（
水
）
に
協

和
総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
の
献
血
車
が
２
台
配
車
さ
れ
て
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
、
昼
休
み
も
な
く
採

血
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
会
員
24
人
が
交
代
で
、
会

場
準
備
や
記
念
品
の
用
意
、
受
付
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
待
ち
時
間
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
献

血
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
は
１
０
４
人
、
採
血
量

は
30
・
６
リ
ッ
ト
ル
で
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
広
報
筑
西
紙
上
で
の
予
告
や
協
和
地
区
全

戸
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
そ
し
て
当
日
は
防
災
無
線
放

送
を
午
前
と
午
後
の
２
回
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
電
話
で
の



　

水
戸
地
方
法
務
局
筑
西
出
張
所
は
、
10
月

16
日
（
月
）
に
筑
西
し
も
だ
て
合
同
庁
舎
４

階
（
ア
ル
テ
リ
オ
東
側
）
に
移
転
し
ま
す
。

移
転
に
と
も
な
い
、
結
城
出
張
所
は
筑
西
出

張
所
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

【
新
庁
舎
の
所
在
地
】

　

〒
３
０
８　

０
０
３
１

　

筑
西
市
丙
１
１
６
番
地
１
６　

　

筑
西
し
も
だ
て
合
同
庁
舎

■
問
い
合
わ
せ 

　

水
戸
地
方
法
務
局
筑
西
出
張
所

　

TEL　
22　

３
４
９
５

　

下
館
税
務
署
は
、
10
月
10
日
（
火
）
に
筑

西
し
も
だ
て
合
同
庁
舎（
ア
ル
テ
リ
オ
東
側
）

に
移
転
し
ま
す
。
ま
た
移
転
に
と
も
な
い
、

従
来
、
各
部
門
で
実
施
し
て
い
た
窓
口
業
務

や
事
務
の
一
部
を
一
本
化
す
る
な
ど
の
変
更

を
行
い
ま
す
。
移
転
当
日
の
10
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
税
や
申
告
、
相
談

な
ど
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
新
庁
舎
の
所
在
地
・
電
話
番
号
】

　

〒
３
０
８　

８
６
０
８

　

筑
西
市
丙
１
１
６
番
地
16　

　

筑
西
し
も
だ
て
合
同
庁
舎　

　

代
表　

TEL　
24　

２
１
２
１

　

総
務
課　

TEL　
25　

３
３
９
０

　

申
告
・
納
税
・
相
談　

TEL　
25　

３
３
９
１

■
問
い
合
わ
せ 

　

下
館
税
務
署　

TEL　
24　

２
１
２
１

　　

65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階

が
第
１
、
第
２
及
び
第
３
段
階
で
あ
り
、
次

の
基
準
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
（
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
と
介
護
保
険
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
を
除
く
）
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
減
免
対
象
者
の
基
準

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税　

②
世
帯
全

員
が
所
得
金
額
（
収
入
か
ら
必
要
経
費
、
給

与
所
得
控
除
、
公
的
年
金
な
ど
の
控
除
を

行
っ
た
後
の
額
）
が
な
い　

③
世
帯
員
の
前

年
の
収
入
金
額
が
１
２
０
万
円
以
下
（
世
帯

員
が
２
人
以
上
の
場
合
は
、
１
人
あ
た
り

36
万
円
加
算
）　

④
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い　

⑤
市
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
と
生
計
を
と
も
に
し

て
い
な
い　

⑥
資
産
等
を
活
用
し
て
も
、
な

お
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
（
持
ち
家
の
人
や

一
定
の
預
貯
金
が
あ
る
人
は
除
く
）　

⑦
介

護
保
険
料
の
未
納
が
な
い

▼
申
請
期
間
＝
９
月
20
日
（
水
）
ま
で

▼
申
請
者
＝
本
人
ま
た
は
家
族（
印
鑑
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

介
護
保
険
課
保
険
料
係　

内
線
２
１
３

◎
児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
小
学
６
年
生
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

小
学
４
年
生
は
継
続
と
な
る
の
で
、
申
請

は
不
要
で
す
。
小
学
５
年
・
６
年
生
は
９
月

30
日
（
土
）
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
４
月
分

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

◎
所
得
制
度
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
、
所
得
に
変
動

が
あ
っ
た
人
は
、
９
月
20
日
（
水
）
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。（
認
定
申
請
は
９

月
30
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み 

　

こ
ど
も
家
庭
課
家
庭
福
祉
係  
内
線
２
２
７

　 　

現
在
、
市
で
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
、
市
民
地
域
づ
く

り
会
議
、
各
種
団
体
か
ら
の
提
案
書
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
定
め

る
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
広
く
市
民
か
ら
、
今
後
進
め
る
べ
き
ま

ち
づ
く
り
へ
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
、
住
民

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

内
線
４
８
４

下
館
税
務
署
移
転
の
お
知
ら
せ

筑
西
市
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

児
童
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

期　　日 時間 会　場

９月 24 日（日）
10:00 ～ しもだて地域交流センター

13:30 ～ 関城生涯学習センター

９月 30 日（土）
10:00 ～ しもだて地域交流センター

13:30 ～ 明野いきがいセンター

10 月１日（日）10:00 ～ 協和公民館

住民懇談会日程

※希望の日時・会場にご参加ください。
　事前申し込み不要。

2006.9.12006.9.1

水
戸
地
方
法
務
局
筑
西
出
張
所

移
転
の
お
知
ら
せ



15

▼
必
要
品
＝
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

ま
た
は
特
定
疾
患
登
録
証
の
写
し
、
印
鑑
お

よ
び
本
人
名
義
の
通
帳（
銀
行
ま
た
は
農
協
）

▼
申
し
込
み
＝
９
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
市

障
害
福
祉
課
、
関
城
・
明
野
・
協
和
福
祉
課

へ　

※
昨
年
申
請
し
た
人
も
、
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

　

障
害
福
祉
課
在
宅
障
害
係　

内
線
２
２
６

▼
日
時
＝
９
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正

午
※
雨
天
延
期
の
場
合
あ
り　

▼
場
所
＝
市

役
所
駐
車
場　

▼
回
収
品
目
＝
金
属
類
、
衣

類
、
び
ん
類
、
古
紙
類　

▼
回
収
で
き
な
い

も
の
＝
木
製
品
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
、テ
レ
ビ
、洗
濯
機
、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、

エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン　

▼
受
付
票
、
詳
し

い
内
容
は
『
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
』
６
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

　

生
活
環
境
課
ゴ
ミ
減
量
係　

内
線
２
４
９

　   

10
月
１
日
、
平
成
18
年
事
業
所
・
企
業
統

計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査

の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
開
発
や
都
市

計
画
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
各
事
業
所
へ
調

査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
受
け

取
り
に
な
っ
て
、
漏
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ

 　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許

認
可
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
茨
城
県
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
10
月
１
日
か
ら
、
ま
ち

づ
く
り
特
例
市
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
と

も
な
い
、
筑
西
市
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
委
譲
さ
れ
る
主
な
事
務
】

☆
都
市
計
画
法
第
29
条
第
１
項
の
規
定
に
基

　

づ
く
開
発
許
可

☆
都
市
計
画
法
第
43
条
第
１
項
の
規
定
に
基

　

づ
く
建
築
許
可

☆
都
市
計
画
法
施
行
規
則
第
60
条
証
明

■
問
い
合
わ
せ 

　

宅
地
開
発
課
第
一
係
・
第
二
係

　

TEL　
24　

２
１
１
１　
（
内
線
７
３
６
１
）

　

ま
ち
づ
く
り
特
例
市
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
に
と
も
な
い
、
農
地
転
用
許
可
な
ど
８
事
務

を
、
茨
城
県
か
ら
権
限
委
譲
を
受
け
た
市
農
業

委
員
会
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
委
譲
さ
れ
る
主
な
事
務
】

☆
農
地
法
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
農

　

地
転
用
の
許
可
（
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の

　

も
の
に
限
る
）

☆
農
地
法
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
農

　

地
ま
た
は
採
草
放
牧
地
の
転
用
の
た
め
の

　

権
利
移
動
の
許
可

☆
農
地
法
第
４
条
第
３
項
（
法
第
５
条
第
３

　

項
を
含
む
）
の
規
定
に
よ
る
茨
城
県
農
業

　

会
議
の
意
見
の
聴
取

【
申
請
書
提
出
締
切
日
】　

毎
月
20
日
（
締
切

日
が
土
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

【
定
例
総
会
日
】　

毎
月
10
日
（
総
会
日
が
土

日
、
祝
日
の
場
合
は
開
庁
日
）

■
問
い
合
わ
せ 

　

農
業
委
員
会
農
地
調
整
課
農
地
調
整
係

　

TEL　
20　

１
１
６
７

　

市
は
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
９
月

１
日
以
降
、
該
当
者
に
『
敬
老
金
券
』
を
お

送
り
し
ま
す
。

▼
敬
老
金
券
は
、
市
内
の
取
扱
店
で
の
み
金

券
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

▼
敬
老
金
券
と
一
緒
に
取
扱
店
一
覧
表
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
敬
老
金
券
の
有
効
期
間
は
、
平
成
19
年
１

月
31
日
ま
で
で
す
。

▼
昨
年
の
敬
老
金
券
（
青
色
）
は
有
効
期
限

が
過
ぎ
て
お
り
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ 

　

高
齢
福
祉
課　

TEL　
24　

２
１
１
１

　

関
城
福
祉
課　

TEL　
37　

６
１
１
１

　

明
野
福
祉
課　

TEL　
52　

５
２
５
２

　

協
和
福
祉
課　

TEL　
57　

２
５
１
１

　

平
成
19
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
予
定
の

児
童
（
平
成
12
年
４
月
２
日
～
13
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
指
定
日
に

受
診
で
き
な
い
人
や
転
入
な
ど
で
通
知
が
届

い
て
い
な
い
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

　

市
教
育
委
員
会
学
務
課

　

TEL　
22　

０
１
８
１　
（
内
線
３
１
５
）

▼
対
象
＝
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま

た
は
特
定
疾
患
登
録
証
を
所
持
し
て
い
る
人

▼
支
給
額
＝
年
額
１
万
円

10
月
１
日
か
ら
、
筑
西
市
が
開
発

行
為
等
許
認
可
事
務
を
行
い
ま
す

平
成
18
年
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

10
月
１
日
か
ら
、
２
㌶
以
下
の
農
地

転
用
が
市
農
業
委
員
会
会
長
の
許
可
に

敬
老
祝
品

（
長
寿
者
褒
賞
者
を
除
く
）

70
歳
以
上

の
人

千
円
相
当
の
敬
老
金

券

長
寿
者
褒
章

88
歳
（
米

寿
）
の
人

褒
状
と
３
千
円
相
当

の
敬
老
金
券

100
歳
以
上

の
人

褒
状
と
２
万
円
相
当

の
敬
老
金
券

敬
老
（
長
寿
褒
章
）
事
業
の
お
知
ら
せ

新
入
学
児
童
健
康
診
断

９
月
26
日
（
火
）

五
所
小
学
校

９
月
28
日
（
木
）

川
島
小
学
校

９
月
29
日
（
金
）

竹
島
小
学
校

10
月
３
日
（
火
）

養
蚕
小
学
校

10
月
３
日
（
火
）

鳥
羽
小
学
校

10
月
４
日
（
水
）

下
館
小
学
校

10
月
５
日
（
木
）

上
野
小
学
校

10
月
６
日
（
金
）

新
治
小
学
校

10
月
10
日
（
火
）

長
讃
小
学
校

10
月
11
日
（
水
）

古
里
小
学
校

10
月
11
日
（
水
）

小
栗
小
学
校

10
月
12
日
（
木
）

大
村
小
学
校

10
月
13
日
（
金
）

嘉
田
生
崎
小
学
校

10
月
17
日
（
火
）

関
城
西
小
学
校

10
月
19
日
（
木
）

中
小
学
校

10
月
20
日
（
金
）

大
田
小
学
校

10
月
24
日
（
火
）

村
田
小
学
校

10
月
24
日
（
火
）

河
間
小
学
校

10
月
26
日
（
木
）

伊
讃
小
学
校

10
月
27
日
（
金
）

関
城
東
小
学
校

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
支
給

資
源
ご
み
集
団
回
収（
下
館
地
区
）
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遭
遇
し
た
と
き
、
私
た
ち
は
一
体
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
一
刻
も
早
く
救
急
車

の
要
請
と
、
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
応
急
手
当
を

行
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
『
あ

な
た
』
な
の
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
救
命
率
の
向
上
を
め
ざ
し

て
応
急
手
当
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
広
域
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

　

TEL　
24　

０
１
１
０

▼
日
時
＝
９
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど

広
場　

▼
内
容
＝
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
直
産
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）
ほ
か　

▼
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３
ｍ
×

２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）　

▼
出
店
申
し
込
み

は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話

で
平
沢
（ 

TEL　
24　

６
０
０
０
）
へ

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

TEL　
20　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
９
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
～

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど
広
場

▼
品
名
＝
味
噌
、
花
、
手
作
り
小
物
、
採
り

た
て
野
菜
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
学
習
支
援
係

　

TEL　
23　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
９
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童
及
び
保
護
者　

▼
内

容
＝
絵
本
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
お
か
い
も
の
」「
ゆ

ら
ゆ
ら
ば
し
の
う
え
で
」、
紙
し
ば
い
「
か

え
る
の
ゴ
ム
ぐ
つ
」、
歌
な
ど　

■
問
い
合
わ
せ

　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL　
57　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
９
月
28
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者　

▼

内
容
＝
絵
本
「
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
こ
い
ぬ
」「
い

な
い 

い
な
い 

ば
あ
」、
紙
し
ば
い
「
ね
な

い
こ
だ
あ
れ
」、
お
話
「
あ
り
と
き
り
ぎ
り

す
」、
手
あ
そ
び
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL　
57　

４
４
９
８

▼
日
時
＝
９
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３

時　

▼
場
所
＝
黒
子
公
民
館　

▼
内
容
＝
絵

本
「
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み
」「
じ
て
ん
し
ゃ

に
の
れ
た
よ
」、
紙
し
ば
い
「
こ
ぶ
と
り
じ

さ
い
。
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
調
査
員

は
『
調
査
員
証
』
を
携
行
し
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

　

企
画
課
統
計
係　

内
線
４
９
４

　

毎
年
９
月
は
屋
外
広
告
物
強
調
月
間
で

す
。
屋
外
広
告
物
と
は
、
屋
外
で
常
時
ま
た

は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
公
衆
に
表
示
さ
れ

る
広
告
物
（
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
の
壁
面
や
屋
外
広

告
な
ど
）
で
す
。
屋
外
広
告
物
は
茨
城
県
屋

外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、
設
置
場
所
や
大
き

さ
に
規
制
が
あ
り
、
掲
出
に
は
市
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
屋
外
広
告
業
を
営
も

う
と
す
る
人
は
、
市
都
市
計
画
課
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

【
ま
ち
の
違
反
広
告
物
除
去
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す
】

　

現
在
、
市
で
は
違
反
広
告
物
追
放
推
進
団

体
の
認
定
を
受
け
、
講
習
を
受
講
し
た
19
の

団
体
、
総
勢
５
２
１
人
が
簡
易
除
去
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　

内
線　
７
３
１
１
・
７
３
１
２

▼
日
時
＝
９
月
22
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

～
（
時
間
厳
守
）　

▼
場
所
＝
下
館
総
合
体

育
館
研
修
室　

▼
内
容
＝
10
月
・
11
月
分
の

日
程
調
整
な
ど　

▼
持
参
品
＝
筆
記
具
、
代

表
者
印
、
登
録
申
請
書　

■
問
い
合
わ
せ 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
下
館
総
合
体
育
館
内
）

　

TEL　
28　

５
０
４
０

▼
日
時
＝
９
月
７
日
（
木
）
午
後
７
時
～

▼
場
所
＝
関
城
体
育
館
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

▼
対
象
＝
現
在
、
関
城
地
区
内
の
社
会
体
育

施
設
を
定
期
的
に
利
用
し
て
い
る
団
体
。
ま

た
、
今
後
利
用
を
予
定
し
て
い
る
団
体　

▼

内
容
＝
10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
定
期
利

用
の
調
整
な
ど

■
問
い
合
わ
せ 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
下
館
総
合
体
育
館
内
）

　

TEL　
28　

５
０
４
０

【
筑
西
会
場
】
▼
日
時
＝
10
月
６
日
（
金
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
三
の
丸

ホ
テ
ル
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

【
水
戸
会
場
】
▼
日
時
＝
９
月
29
日
（
金
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

【
土
浦
会
場
】
▼
日
時
＝
10
月
５
日
（
木
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
土
浦
京

成
ホ
テ
ル

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

TEL　
22　

２
１
８
８

　　

人
が
生
命
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
場
合
に

関
城
地
区
体
育
施
設
利
用
者
会
議

障
害
者
就
職
面
接
会

『
９
月
９
日
』
救
急
の
日

わ
っ
し
ょ
い
市

日
用
品
即
売
会

筑
西
市
生
活
学
校

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
黒
子
公
民
館
）

屋
外
広
告
物
強
調
月
間

下
館
地
区
学
校
体
育
館
施
設
開
放

利
用
団
体
調
整
会
議

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）
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い
さ
ん
」「
お
ひ
さ
ま
と
き
た
か
ぜ
」
■
問

い
合
わ
せ

　

夢
く
ら
ぶ　

小
川　

 

TEL　
37　

３
５
５
６

▼
日
時
＝
10
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４

時　

▼
会
場
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場   

▼
参

加
無
料　

▼
申
込
方
法
＝
代
表
者
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
お
よ
び
参
加
人
数
を
明
記
の

う
え
、
事
務
局
ま
で
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

メ
ー
ル
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い　

▼
申

込
期
限
＝
９
月
30
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

県
土
木
部
都
市
局
住
宅
課

　

〒
３
１
０

８
５
５
５

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

６

　

TEL
０
２
９

３
０
１

４
７
５
９

　

FAX　
０
２
９

３
０
１

４
７
７
９

　
メ
ー
ル jutaku-shido@

pref.ibaraki.lg.jp

▼
日
時
＝
10
月
22
日
（
日
）　

午
前
９
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所
＝
県
西
総
合
公
園
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
広
場　

▼
主

な
内
容
＝
①
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
緑
化
相
談
②

植
木
、
物
産
展
③
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
④
有

料
公
園
施
設
の
無
料
開
放
、
ほ
か　

▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
抽
選
申
込
方
法
＝
10
月
１

日
（
日
）
～
10
月
10
日
（
火
）　

受
付
・
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ

　

県
西
総
合
公
園
管
理
事
務
所

　

TEL　
57　

５
６
３
１　

▼
日
時
＝
９
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
～

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
チ
ー
ち
ゃ
ん
は
か
く
の
が

す
き
』、
紙
し
ば
い
『
お
月
さ
ま
っ
て
ど
ん

な
あ
じ
』

■
問
い
合
わ
せ　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬　

TEL　
22　

４
３
６
９

▼
録
音
テ
ー
プ
＝
『
立
川
ら
く
朝
の
不
労
長

寿
』（
立
川
ら
く
朝
・
90
分
４
本
）、『
エ
ッ

セ
イ
集
思
い
が
け
な
い
涙
』（
日
本
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
・
90
分
５
本
）　

▼
対
象
者

＝
視
覚
障
害
者
、
寝
た
き
り
の
人
、
視
力
の

落
ち
た
高
齢
者
な
ど
。
テ
ー
プ
は
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
無
料
貸
出

■
問
い
合
わ
せ　

小
薬　

TEL　
22　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
９
月
２
日
（
土
）
～
30
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
７
時　

※
月
曜
休
み　

▼

場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
１
階
カ
フ
ェ
・
ブ
リ
ー

ズ　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催
＝
森
友
会
（
県

西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
登
録
学
習
団
体
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

大
久
保　

TEL　
48　

１
３
４
６

▼
日
時
＝
毎
週
月
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
五
所
公
民
館
（
上
履
き
持
参
）

▼
内
容
＝
練
習
、
指
導
、
競
技　

▼
参
加
費

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

五
所
公
民
館　

大
和
田

　

TEL　
22　
　
６
１
３
０

▼
日
時
＝
９
月
18
日
（
月
）
敬
老
の
日

▼
内
容
＝
入
館
料
が
半
額
に
て
利
用
で
き
ま

す　

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
の
人
（
証
明
書
持

参
）

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
遊
湯
館　

TEL　
33　

５
１
５
１

　　

鬼
怒
川
の
ほ
と
り
で
秋
の
野
草
鑑
賞
会
を

開
催
し
ま
す
。
▼
日
時
＝
９
月
24
日
（
日
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分
（
雨
天
順
延
・
25
日
）

▼
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
川
島
鉄
橋
北
・

コ
ス
モ
ス
畑　

▼
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
具

▼
参
加
無
料　

■
問
い
合
わ
せ　

鬼
怒
川
を
愛
す
る
会　
　

　

中
澤　

TEL　
28　

２
２
０
１　

　

犬
や
猫
を
譲
り
た
い
、譲
り
受
け
た
い
人

た
ち
に
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
10
日
（
日
）午
前
11
時
～
午

後
２
時　

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪
場　

※
譲

り
た
い
人
は
、事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
フ
高
橋

　

TEL　
52　

２
６
１
８　

伊勢正三＆
　　　太田裕美＆
　　　　　　大野真澄
アコースティックコンサート

■日時／ 12 月２日（土）　
　　　　 午後６時開場　午後６時 30 分開演

■会場／明野公民館大ホール（イル・ブリランテ）

■入場料／４，０００円（全席指定）
チケット発売開始：９月 10 日（日）
午前８時 30 分から明野公民館窓口にて

■問い合わせ／明野公民館（℡ 52-5333）

ハ
ウ
ジ
ン
グ
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク

辰
巳
琢
郎
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

秋
季
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

読
み
が
た
り

朗
読
録
音
テ
ー
プ

第
１
回　

み
ん
な
の
詩
書
展

輪
投
げ
教
室
を
開
催

筑
西
遊
湯
館

敬
老
の
日
感
謝
セ
ー
ル

秋
の
野
草
観
察
会

犬
や
猫
の
里
親
会
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平
成
19
年
４
月
入
園
の
園
児
を
募
集
し
ま

す
。
▼
対
象
＝
筑
西
市
に
在
住
す
る
平
成
13

年
４
月
２
日
～
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
１

年
保
育
）、
ま
た
は
14
年
４
月
２
日
～
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
２
年
保
育
）
の
人
。

※
関
城
幼
稚
園
は
１
年
保
育
の
み　

■
申
し
込
み

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
の
受
付
で
願
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
手
続
き
で
き
な
い
人
は
、
事
前
に
幼

　

稚
園
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
４
月
入
園
の
園
児
を
募
集
し
ま

す
。
▼
対
象
＝
平
成
14
年
４
月
２
日
～
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
２
年
保
育
）、
ま
た
は

平
成
15
年
４
月
２
日
～
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
（
３
年
保
育
）
の
人
。

▼
願
書
受
付
＝
10
月
２
日
（
月
）
か
ら
入
園

を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
て
（
願
書
は
各
幼
稚

園
で
交
付
し
て
い
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

電話番号

22–2843

28–0652

22–4115

22–3565

24–3333

24–0409

37–6354

住　所

二木成 1273

女方 241-1

甲 375

甲 305

中館 456-2

西方 1813-21

関本下 159

幼稚園名

いずみ幼稚園

英光幼稚園

下館幼稚園

聖母幼稚園

中館幼稚園

西方いずみ幼稚園

和光幼稚園

第
13
回
障
害
者
の
文
化
祭
・
作
品
募
集　
　

▼
作
品
の
種
類
＝
絵
画
／
書
道
・
写
真
／
陶

芸
・
木
工
／
手
芸
・
編
物　

▼
出
品
作
品
は
、

障
害
者
が
自
主
制
作
し
た
も
の
と
し
『
茨
城

県
障
害
者
美
術
展
』に
出
品
予
定
の
作
品
、過

去
に
展
覧
会
に
出
品
し
た
作
品
は
除
く
も
の

と
す
る
。　

▼
出
品
作
品
は
、１
人
ま
た
は
１

グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
点
限
り
と
す
る
。　

▼

作
品
の
大
き
さ
＝
①
平
面
作
品
／
縦
×
横

各
々
１
辺
が
１
０
０
㎝
以
内
（
額
を
含
む
）

絵
画
に
つ
い
て
は
50
号
以
内　

書
道
に
つ
い

て
は
条
幅
は
縦
１
８
０
㎝
×
横
50
㎝
以
内　

②
立
体
作
品
／
幅
×
奥
行
、各
々
１
辺
が

１
０
０
㎝
以
内
、高
さ
１
０
０
㎝
以
内

■
申
し
込
み　

10
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
市

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
課
（
内
線
２
２
５
）、

特
殊
教
育
諸
学
校
長
お
よ
び
利
用
し
て
い
る

施
設
長
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
10
月
４
日
（
水
）
…
５

メ
モ
リ
ア
ル
d
a
y
s　

10
月
18
日
（
水
）

…
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
あ
そ
び　

10
月
25
日（
水
）

…
の
り
も
の
ご
っ
こ　

▼
時
間
＝
午
前
９
時

～
11
時
30
分　

▼
募
集
人
数
＝
先
着
各
30
組

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
14
日

（
木
）
午
前
９
時
～
電
話
ま
た
は
直
接
、
下

館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■
問
い
合
わ
せ 　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

TEL　
25　

３
１
４
１

▼
日
時
＝
10
月
12
日
・
10
月
26
日
・
11
月
９

日
・
11
月
23
日
・
12
月
14
日
・
12
月
27
日
・

１
月
11
日
・
１
月
25
日
・
２
月
８
日
・
２

月
22
日
の
木
曜
日
全
10
回　

午
後
６
時
～

８
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
・
和
室　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
10

名
程
度　

▼
参
加
費
＝
材
料
費
10
回
分
５
，

０
０
０
円
程
度　

▼
申
込
開
始
＝
９
月
８
日

（
金
）
午
前
９
時
～

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL　
23　

１
６
１
６

【
午
後
の
部
・
草
月
流
】▼
日
時
＝
10
月
７
日
・

10
月
22
日
・
11
月
４
日
・
11
月
11
日
・
12
月

２
日
・
12
月
16
日
・
１
月
13
日
・
１
月
27
日
・

２
月
10
日
・
２
月
24
日
の
土
曜
日
全
10
回
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
【
夜
の
部
・
雪

洲
流
】
▼
日
時
＝
10
月
６
日
・
10
月
20
日
・

11
月
10
日
・
11
月
24
日
・
12
月
１
日
・
12
月

15
日
・
１
月
12
日
・
１
月
26
日
・
２
月
９
日
・

２
月
23
日
の
金
曜
日
全
10
回　

午
後
６
時
～

８
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
員
＝
各
先

着
20
名
程
度　

▼
参
加
費
＝
材
料
費
10
回
分

１
０
，
０
０
０
円
程
度　

▼
申
込
開
始
＝
９

月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
～

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL　
23　

１
６
１
６

▼
講
習
会
日
時
＝
10
月
26
日
（
木
）・
27
日

（
金
）　

▼
募
集
人
員
＝
１
８
０
人　

▼
テ
キ

ス
ト
代
＝
３
，
９
０
０
円　

▼
受
講
料
＝

５
０
０
円　

▼
申
込
期
間
＝
９
月
25
日（
月
）

私
立
幼
稚
園
児
募
集

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
（
新

規
）
講
習
会
参
加
者
募
集

幼稚園 願書の受付
名 称 住 所 日時 場所

問い合わせ
（電 話）

関城幼稚園

明野幼稚園

協和幼稚園

黒子
218

成井
622

 三郷
1219

募集
園児

１年
保育

１・2
年保育

１・2
年保育

10/15
（日）

 9：00

15：00

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

関城幼稚園
37-4172

明野幼稚園
52-0147

協和幼稚園
57-4800

市
教
育
委
員
会
学
務
課

22-0181

筑
西
市
立
幼
稚
園
児
募
集

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
６

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

10
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

地
域
交
流
・
茶
道
教
室
『
裏
千
家
』

受
講
生
募
集

地
域
交
流
・
華
道
教
室
『
午
後
の

部
・
夜
の
部
』
受
講
生
募
集
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▼
日
時
＝
９
月
12
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ　

▼

内
容
＝
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
た
め
の
知
っ
て

お
き
た
い
労
働
知
識
・
社
会
保
険
・
税
金
な

ど
に
つ
い
て　

▼
対
象
＝
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で

就
職
を
希
望
す
る
人
、
現
在
働
い
て
い
る
人

▼
申
込
期
限
＝
９
月
11
日
（
月
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　

TEL
０
２
９

２
２
６

２
４
１
３

【
寄
付
金
】　

▼
福
祉
事
業
基
金
へ
＝
佐
藤
茂

様
（
十
軒
町
）
１
０
０
，
０
０
０
円

【
善
意
銀
行
】　

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

奥
澤
裕
二
様
（
西
町
）
５
０
，
０
０
０
円
／

ゆ
う
き
動
物
病
院
様　

５
，
０
０
０
円
／
匿

名
１
６
，
３
０
０
円
／
甦
る
青
春
の
日
々
・

マ
イ
ン
ド
40
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
様
４
８
，

２
７
３
円
／
福
祉
サ
ー
ク
ル
コ
サ
ト
様　

タ

オ
ル　

▼
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

＝
グ
ラ
ン
ド
麗
都
駅
前
様　

お
菓
子
（
段

ボ
ー
ル
１
箱
）

～
10
月
１
日
（
日
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課　

TEL　
24　

４
５
８
９

　
▼
開
催
期
日
＝
10
月
15
日
（
日
）　

▼
行
程

＝
東
京
湾
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
・
羽
田
空
港
第

２
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
見
学　

▼
対
象
者
＝
市

内
の
在
宅
障
害
者
と
そ
の
家
族
（
１
家
族
３

人
ま
で
）　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
90
人　

▼

費
用
＝
１
人
３
，
０
０
０
円　

▼
申
し
込
み

＝
９
月
11
日
（
月
）
午
前
９
時
～
９
月
20
日

（
水
）
ま
で
に
参
加
費
お
よ
び
障
害
者
手
帳

を
持
参
の
う
え
、左
記
お
よ
び
各
支
所
へ（
電

話
不
可
、
土
・
日
は
本
所
の
み
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL　
22　

３
７
６
０

▼
開
催
期
日
＝
10
月
１
日
（
日
）　

▼
行
き

先
＝
東
京
都
日
比
谷
『
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス

タJA
PA

N
2006

』
に
参
加　

▼
集
合
場
所

＝
結
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
『
ア
ク
ロ
ス
』
前

▼
出
発
時
間
＝
午
前
７
時
30
分　

▼
帰
着
予

定
＝
午
後
５
時
30
分　

▼
交
通
＝
大
型
貸
切

バ
ス　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
40
人　

▼
参
加

費
＝
５
，０
０
０
円（
小
学
生
２
，０
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

ブ
リ
ッ
ジ
21
国
際
交
流
委
員
会　

　

西
城　

TEL　
24　

１
６
６
６

　
saijo@

bg.w
akw

ak.com

▼
日
時
＝
９
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ　

▼

対
象
者
＝
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者

お
よ
び
保
護
者　

▼
内
容
＝
個
別
相
談
、
講

演
会
な
ど　

▼
参
加
申
込
＝
「
若
者
自
立
塾

栃
木
」ま
た
は「
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
い
ば
ら
き
」
ま
で
電
話
に
て
事
前
予
約　

▼
参
加
費
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

若
者
自
立
塾　

栃
木

　

TEL　
０
２
８
５
　
68　

３
９
２
８

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
い
ば
ら
き

　

TEL
０
２
９

８
５
９

８
６
０
６

『
異
文
化
お
し
ゃ
れ
旅
』
参
加
者
募
集

障
害
者
の
つ
ど
い
参
加
者
募
集

県政について橋本知事と意見交換してみ
ませんか。聞くだけでも最新の県政の動
きがわかります。ぜひ応募してください。

■日時＝ 10 月 23 日（月）午前 10 時～正午
■会場＝筑西市コミュニティプラザ
　　　　　　　（下館駅前スピカビル６階）
■対象＝ 20 歳以上の人
■応募方法＝はがき、ＦＡＸ、Ｅメールのい
　ずれかにて、住所、氏名、年齢、性別、職
　業、電話番号を明記して下記へ
■応募締切＝９月 29 日（金）

知事と語ろう
『明日の茨城』参加者募集

問い合わせ・申し込み
　県西地方総合事務所県民生活課
　〒 308-8510　筑西市二木成 615
　TEL24-9074  FAX24-2357
　seisokenmin@pref.ibaraki.lg.jp

今月の納税
固定資産税
都市計画税
国民健康保険税

（３期）
（３期）
（４期）

納期限/10月２日（月）

納税に便利な口座振替をご利
用ください。手続きは、金融
機関の届出印を持参のうえ、
市収税課又は市内の金融機
関・郵便局へ

収税課管理係（内 444）問

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
支
援
大
相
談
会

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
相
談
会

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

連　絡
問い合わせ

広報広聴課
広聴係

ＴＥＬ 24-2111
内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

９月 19 日（火）
午前９時～電話予約

（先着 8 人）

相談員

大　林　　浩
堀　江　　潔

（ 人権擁護委員）

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁 護 士 

相談会場

市民会館
１階会議室

相談日時

９月 28 日（木）
午後１時～３時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談に応じます　＊費用＝無料　＊対象＝市内在住の人
□人権相談　　子ども（いじめや体罰）・女性（ＤＶ・セクハラ）・高齢者・障害者に
　　　　　　　対する人権問題や、夫婦・家庭内の問題、近隣トラブルなどの相談
□行政相談　　国・県・市町村の行政サービスに関する苦情やご意見などを伺います。
□法律相談　　金銭貸借・土地の境界・遺産相続・家庭問題など解決策を助言します。



発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0296 -24 -2111

広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
o.35
平
成
18
年
9
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

編

集

後

記

人口＝男 55,295 人　女 56,445 人　計 111,740 人　世帯数＝ 34,738 世帯（平成 18 年 8 月１日現在・常住人口）

　

市
民
記
者
に
同
行
し
て
、
献
血
の

取
材
へ
。
写
真
も
撮
り
終
え
た
こ
ろ
、

協
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

か
ら
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
」
と
声
を

か
け
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に
献
血
し
ま

し
た
。
献
血
は
助
け
合
い
、
血
液
を

必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
み

ん
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
。（
∞
）

　

小
貝
川
大
水
害
か
ら
20
年
の
節
目

と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
防
災
・
減
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
情
報
収
集
と
事
前
の

備
え
が
最
も
大
切
と
呼
び
か
け
た
。

本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

家
族
の
集
合
場
所
や
非
常
時
の
持
出

品
な
ど
も
う
一
度
確
認
し
た
い
。
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。　
　
　
（
ま
）

　

最
近
の
子
ど
も
の
名
前
が
個
性
的

で
あ
る
。
生
涯
で
何
回
呼
ば
れ
る
か
、

そ
の
膨
大
な
回
数
を
考
え
る
と
気
が

遠
く
な
る
。
名
前
は
自
分
の
存
在
と
他

者
と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
。
フ
リ
ガ
ナ

が
無
い
と
読
め
な
い
な
ど
、
子
ど
も

に
不
便
を
感
じ
さ
せ
な
い
思
い
や
り

も
名
づ
け
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。（
も
）

筑西市環境美化
リサイクル作品コンクール
ごみの減量化に取り組んでいる筑西市では、次世代を
担う子どもたちに、ものの大切さや資源の有効利用
について考えてもらおうと、『環境美化リサイクル作
品コンクール』を開催しました。今年はポスター部門
に小学生 340 点、中学生 76 点、標語部門には小学生
380 点、中学生 114 点の応募がありました。最優秀賞
に選ばれた作品を紹介します。（敬称略）

ポスター部門

標語部門

最優秀賞　柳 まどか（関城中３年）

小学生
高学年

中学生

小学生
低学年

優秀賞　
飯山皓平（協和中２年）     中川美花（下館南中１年）

小池美紗都（下館中２年）　小野村珠希（明野中２年）

国府田一輝（下館北中１年）

最優秀賞　鈴木 美優（村田小１年）

優秀賞　
野沢光希（五所小３年）  新井佑輔（中小２年）

関亦　優（関城東小２年）黒木捷竜（上野小３年）

小出拓魅（小栗小１年）

最優秀賞   増田 有麻（伊讃小６年）

優秀賞　
長尾周平（川島小４年）　小菅成美（養蚕小６年）

飯塚まゆ（上野小６年）　飯村　優（新治小５年）

佐野亜希子（小栗小６年）

捨てないで
　私は還る　場所がある

最優秀賞 
増田めぐみ（下館南中２年）

今日のエコ
　明日の地球をささえてる

最優秀賞 
坂入清花（大田小６年）

あきかんころりんリサイクル
へんしんしたら　またあえる

最優秀賞 
高橋晃希（大村小１年）

優秀賞　
飯島兼三（竹島小３年）　川崎史誠（村田小３年）

大山綾介（竹島小２年）　荒井七海（下館小２年）

古谷野なつみ（河間小１年）

小学生
低学年

小学生
高学年

中学生

優秀賞　
廣岡夏美（古里小６年）　藤間崇弘（養蚕小６年）

坂入友弥（中小５年）　   大和田詩織（竹島小５年）

菅野美優（下館小４年）

優秀賞　
小島　眸（下館北中１年）　高橋麻衣（協和中１年）

岩本和之（関城中１年）　   吉田哲大（下館西中３年）

齋藤　彩（明野中３年）

特別賞　～下館地区資源リサイクル協会員会会長・関城地区ごみ減量会議会長・
　　　　　　クリーンアップあけの会長・協和リサイクル事業代表４氏による選出～

野沢緋奈子（伊讃小３年・ポスター部門）　中島　遙（鳥羽小５年・ポスター部門）

高橋満理奈（下館中１年・標語部門）

ハイビスカスの一種であるレッドフラ
ミンゴ。別名エル・カピトリオとも呼
ばれ、２段咲きの大きな花をつけます。
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